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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 延 び 、 前 記 第 １ の 端 部 に 関 連 付 け ら  
れ た 第 １ の 顎 部 を 有 す る 第 １ の シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 第 １ の シ ャ フ ト が 、 前 記 長 手 方 向  
軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ た そ の 中 間 部 分 に 沿 っ て 位 置 付 け ら れ た タ ン グ を 含 む 、 第 １ の シ ャ  
フ ト と 、
　 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び 、 前 記 第 １ の 端 部 と 関 連 付 け ら れ た 第 ２ の 顎 部 を 有  
す る 第 ２ の シ ャ フ ト で あ っ て 、 前 記 第 ２ の シ ャ フ ト が 、 前 記 第 １ の シ ャ フ ト の ピ ボ ッ ト を  
受 容 す る 所 定 の 長 さ を 有 す る ス ロ ッ ト と 、 前 記 第 ２ の 端 部 か ら 前 記 ス ロ ッ ト ま で 第 １ の 軸  
に 沿 っ て 延 び る 第 １ の 部 分 と 、 前 記 ス ロ ッ ト の 前 記 所 定 の 長 さ に 対 し て 第 ２ の 軸 に 沿 っ て  
延 び る 第 ２ の 部 分 と 、 前 記 ス ロ ッ ト か ら 前 記 第 １ の 端 部 ま で 第 ３ の 軸 に 沿 っ て 延 び る 第 ３  
の 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 ２ の 軸 が 前 記 第 １ の 軸 に 対 し て 斜 め で あ り 、 前 記 第 ３ の 軸 が 前 記  
第 １ の 軸 に 対 し て 斜 め で あ り 、
　 前 記 第 ２ の シ ャ フ ト の 一 対 の 側 壁 と 、 前 記 第 １ の シ ャ フ ト の 前 記 タ ン グ と 、 前 記 ス ロ ッ  
ト に 位 置 付 け ら れ る 一 対 の ブ ッ シ ン グ と 、 を 通 っ て 延 び る 枢 動 ピ ン に よ っ て 、 前 記 第 ２ の  
シ ャ フ ト が 前 記 第 １ の シ ャ フ ト の 前 記 タ ン グ に 枢 動 可 能 に 連 結 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 軸 と 前 記 第 ３ の 軸 と が 、 互 い に 対 し て ２ ８ 度 で 方 向 付 け ら れ る 、 電 気 外 科 用  
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の シ ャ フ ト に 沿 っ て 位 置 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ の シ ャ フ ト の 前 記 第 １ の 部 分 と 接  

請求項の数　4　（全7頁）
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触 す る 停 止 部 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 外 科 用 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の シ ャ フ ト の 前 記 第 １ の 軸 、 前 記 第 ２ の 軸 、 お よ び 前 記 第 ３ の 軸 が 、 前 記 第 １  
の 顎 部 と 前 記 第 ２ の 顎 部 と が 互 い に 接 触 す る と き 、 前 記 第 ２ の シ ャ フ ト の 前 記 第 １ の 部 分  
が 前 記 第 １ の シ ャ フ ト の 前 記 停 止 部 と 接 触 す る よ う に 方 向 付 け ら れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の  
電 気 外 科 用 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 停 止 部 を 支 持 す る 電 気 外 科 用 コ ン ト ロ ー ラ を  
さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 外 科 用 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
関 連 出 願 の 相 互 参 照
　 本 出 願 は 、 ２ ０ １ ８ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ２ ／ ７ ４ ７ ７ ２ ５  
号 の 優 先 権 を 主 張 す る 。  
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 電 気 外 科 用 血 管 シ ー ラ に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 人 間 工 学 の 改 善 の た め の オ  
フ セ ッ ト ピ ボ ッ ト を 有 す る 血 管 シ ー ラ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
関 連 技 術 の 説 明
　 電 気 外 科 用 血 管 シ ー ラ は 、 外 科 手 術 中 の 血 管 の 閉 塞 お よ び 出 血 の 停 止 に 使 用 さ れ る 。 血  
管 シ ー ラ の 顎 部 は 、 顎 部 間 に ク ラ ン プ さ れ た 血 管 の 乾 燥 お よ び 密 封 の た め に 、 高 周 波 （ Ｒ  
Ｆ ） エ ネ ル ギ を 顎 部 に 選 択 的 に 供 給 で き る 電 気 外 科 用 発 電 機 に 相 互 接 続 さ れ て い る 。 従 来  
の 血 管 シ ー ラ は 、 ユ ー ザ の 起 動 に 応 答 し て ヒ ン ジ が 可 能 で あ る 顎 部 を 有 す る 。 例 え ば 、 顎  
部 は 、 共 通 の ヒ ン ジ ピ ン に 接 続 さ れ た シ ャ フ ト の 端 部 上 に 位 置 付 け ら れ て も よ く 、 そ の 結  
果 、 シ ャ フ ト の 他 方 の 端 部 に 位 置 付 け ら れ た ハ ン ド ル ま た は 指 グ リ ッ プ を ユ ー ザ が 動 か す  
こ と に 応 答 し て 、 顎 部 は は さ み に な る 。 し か し な が ら 、 こ の 構 造 配 置 は 、 エ ネ ル ギ の 喪 失  
な ら び に 非 効 率 的 な ク ラ ン プ お よ び ユ ー ザ の 手 の 疲 労 を も た ら す 不 均 衡 な 力 に 起 因 し て 、  
機 械 的 に 非 効 率 的 で あ る 。 し た が っ て 、 効 率 的 な 機 械 的 ク ラ ン プ を 提 供 す る と 共 に 、 ユ ー  
ザ 人 間 工 学 を 最 適 化 す る 血 管 シ ー ラ の ヒ ン ジ を 改 善 す る 必 要 性 が あ る 。 開 腹 手 術 に つ い て  
は 、 顎 先 端 の 視 野 を 最 大 化 す る 必 要 性 も あ る 。 は さ み 様 式 の デ バ イ ス は 、 か さ ば る 場 合 が  
あ り 、 外 科 医 の 視 野 を 特 定 の 方 向 で 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ほ と ん ど の 血 管 シ ー ル デ バ イ ス は 、 外 科 医 が ト リ ガ を 操 作 す る こ と に よ っ て 手 動 で 展 開  
で き る ブ レ ー ド を 使 用 し て 組 織 を 分 割 も す る 。 顎 を ク ラ ン プ 位 置 に し て 展 開 す る と 、 ブ レ  
ー ド は ナ イ フ ト ラ ッ ク を 通 っ て 両 方 の 顎 部 の 中 心 を 下 に 移 動 す る 。 ク ラ ン プ 部 ( シ ー ル 面 )  
と 同 じ 平 面 上 に あ る 軸 上 で ピ ボ ッ ト す る デ バ イ ス で は 、 ブ レ ー ド は ピ ボ ッ ト の 中 心 を 通 っ  
て 移 動 す る 。 ブ レ ー ド が 突 出 す る た め の ス ロ ッ ト の 隙 間 を 提 供 し 、 十 分 な 機 械 的 安 定 性 を  
提 供 す る た め に 、 ピ ボ ッ ト 直 径 は 大 き く （ ６ ～ ７ ｍ ｍ ） 、 ピ ボ ッ ト を 収 容 す る た め に 広 い  
部 分 を 必 要 と す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 効 率 的 な ク ラ ン プ を 有 す る と 共 に 、 人 間 工 学 的 設 計 を 提 供 す る 血 管 シ ー ラ で  
あ る 。 電 気 外 科 用 デ バ イ ス は 、 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 延 び 、  
第 １ の 端 部 に 関 連 付 け ら れ た 顎 部 を 有 す る 第 １ の シ ャ フ ト を 備 え る 。 第 １ の シ ャ フ ト は 、  
長 手 方 向 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ た そ の 中 間 部 分 に 沿 っ て 位 置 付 け ら れ た タ ン グ を 含 む 。 第  
２ の シ ャ フ ト は 、 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び 、 第 １ の 端 部 と 関 連 付 け ら れ た 第 ２  
の 顎 部 を 有 す る 。 第 ２ の シ ャ フ ト は 、 第 １ の シ ャ フ ト の タ ン グ に 枢 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。  
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第 ２ の シ ャ フ ト は 、 第 １ の シ ャ フ ト の ピ ボ ッ ト を 受 容 す る 所 定 の 長 さ を 有 す る ス ロ ッ ト を  
含 む 。 第 ２ の シ ャ フ ト が 、 第 ２ の 端 部 か ら ス ロ ッ ト ま で 第 １ の 軸 に 沿 っ て 延 び る 第 １ の 部  
分 を 含 む 。 第 ２ の シ ャ フ ト は 、 ス ロ ッ ト の 所 定 の 長 さ に 対 し て 第 ２ の 軸 に 沿 っ て 延 び る 第  
２ の 部 分 を 含 む 。 第 ２ の シ ャ フ ト は 、 ス ロ ッ ト か ら 第 １ の 端 部 ま で 第 ３ の 軸 に 沿 っ て 延 び  
る 第 ３ の 部 分 を 含 む 。 第 ２ の シ ャ フ ト は 、 ス ロ ッ ト を 画 定 す る 一 対 の 側 壁 を 含 む 。 ピ ボ ッ  
ト ピ ン は 、 第 ２ の シ ャ フ ト の 一 対 の 側 壁 お よ び 第 １ の シ ャ フ ト の タ ン グ を 通 っ て 延 び る 。  
停 止 部 は 、 第 ２ の シ ャ フ ト に 沿 っ て 位 置 付 け ら れ る 。 第 ２ の シ ャ フ ト の 第 １ の 軸 、 第 ２ の  
軸 、 お よ び 第 ３ の 軸 は 、 第 １ の 顎 部 と 第 ２ の 顎 部 と が 互 い に 接 触 す る と き 、 第 ２ の シ ャ フ  
ト の 第 １ の 部 分 が 第 １ の シ ャ フ ト の 停 止 部 と 接 触 す る よ う に 方 向 付 け ら れ る 。 電 気 外 科 用  
コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 １ の シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、 停 止 部 を 支 持 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 面 と 併 せ て 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 解 す る こ と に よ り 、 よ り 完 全 に 理 解  
さ れ 、 認 識 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 血 管 シ ー ラ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 血 管 シ ー ラ の 反 対 側 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 血 管 シ ー ラ の オ フ セ ッ ト ピ ボ ッ ト の 第 １ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 血 管 シ ー ラ の オ フ セ ッ ト ピ ボ ッ ト の 第 ２ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 血 管 シ ー ラ の シ ャ フ ト の 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 を 参 照 す る と 、 同 様 の 数 字 は 、 全 体 の 同 様 の 部 分 を 指 し 、 図 １ お よ び 図 ２ に は 、 本 発  
明 に 係 る 血 管 シ ー ラ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 血 管 シ ー ラ １ ０ は 、 一 対 の 顎 部 １ ２ お よ び １ ４  
を 備 え 、 そ の 各 々 が 対 応 す る シ ャ フ ト １ ６ お よ び １ ８ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 。 シ ャ フ ト  
１ ６ お よ び １ ８ の 反 対 側 の 端 部 は 、 ユ ー ザ ハ ン ド ル を 形 成 し 、 し た が っ て 、 ユ ー ザ に よ る  
容 易 な 把 持 を 可 能 に す る た め に 、 シ ャ フ ト １ ６ お よ び １ ８ の 各 々 に 取 り 付 け ら れ た 指 穴 ２  
０ お よ び ２ ２ を 含 む こ と が で き る 。 シ ャ フ ト １ ６ お よ び １ ８ は 、 ピ ボ ッ ト ２ ４ に よ っ て そ  
の 中 間 部 分 で 互 い に 枢 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 当 業 者 に よ っ て 認 識 さ れ る は ず で あ る が 、 血  
管 シ ー ラ １ ０ は 、 指 穴 ２ ０ お よ び ２ ２ を は さ み 動 作 で 駆 動 し て 、 顎 部 １ ２ お よ び １ ４ を 選  
択 的 に 開 閉 す る 。 電 気 外 科 用 コ ン ト ロ ー ラ ２ ４ は 、 シ ャ フ ト １ ８ に 取 り 付 け ら れ て 、 顎 部  
１ ２ お よ び １ ４ に 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ を 提 供 し て 、 ユ ー ザ が 、 顎 部 １ ２ お よ び １ ４ が  
治 療 さ れ る 組 織 の 周 り で 閉 じ て い る と き に 、 顎 部 １ ２ お よ び １ ４ に 選 択 的 に 通 電 し て 電 気  
外 科 手 術 を 行 う こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ピ ボ ッ ト ２ ４ は 、 シ ャ フ ト １ ８ の 長 手 方 向 軸 Ａ － Ａ か ら 横 方 向 に 延 び る タ ン グ ３ ０ を 備  
え る 。 タ ン グ ３ ０ は 、 タ ン グ ３ ０ を 通 っ て 、 両 方 向 に 外 側 に 延 び て 、 シ ャ フ ト １ ８ と 係 合  
す る 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ３ ４ を 含 む 。 シ ャ フ ト １ ８ は 、 実 質 的 に 直 線 状 で あ り 、 そ れ に よ り 、  
ピ ボ ッ ト ３ ４ は シ ャ フ ト １ ８ の 長 手 方 向 軸 Ａ － Ａ か ら オ フ セ ッ ト さ れ る 。 シ ャ フ ト １ ６ は  
、 第 １ の 長 手 方 向 軸 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て 指 穴 ２ ０ か ら ピ ボ ッ ト ２ ４ に 近 接 し た 点 ま で 延 び る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 す る と 、 シ ャ フ ト １ ６ は 、 そ れ を 通 し て 形 成 さ れ た 長 手 方 向 ス ロ  
ッ ト ３ ８ を 含 み 、 ２ つ の 対 向 す る 側 壁 ４ ０ お よ び ４ ２ を 画 定 す る 。 ス ロ ッ ト ３ ８ は 、 側 壁  
４ ０ お よ び ４ ２ が タ ン グ ３ ０ の 両 側 に 位 置 付 け ら れ る よ う に 、 タ ン グ ３ ０ を 受 容 す る 寸 法  
で あ る 。 側 壁 ４ ０ お よ び ４ ２ は 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ３ ４ を 受 容 す る た め の 対 応 す る ピ ボ ッ ト 穴  
４ ２ お よ び ４ ４ を 含 み 、 そ れ に よ り 、 連 結 シ ャ フ ト １ ６ を シ ャ フ ト １ ８ に 対 し て 枢 動 さ せ  
る 。 一 対 の ブ ッ シ ン グ ４ ６ お よ び ４ ８ を 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ３ ４ の ま わ り の ス ロ ッ ト ３ ８ に 位  
置 付 け て 、 シ ャ フ ト １ ６ お よ び １ ８ の 互 い の 連 結 を 係 合 し 支 持 す る こ と が で き る 。 ピ ボ ッ  
ト 穴 ４ ２ お よ び ４ ４ か ら 、 シ ャ フ ト １ ６ の 側 壁 ４ ０ お よ び ４ ２ は 、 軸 Ｘ － Ｘ に 対 し て 傾 斜  
し て い る 第 ２ の 長 手 方 向 軸 Ｙ － Ｙ に 沿 っ て 延 び る 。   顎 部 １ ２ お よ び １ ４ に 近 接 し た 点 に  
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お い て 、 側 壁 ４ ０ お よ び ４ ２ は 互 い に 接 合 し て ス ロ ッ ト ３ ８ を 閉 じ 、 軸 Ｘ － Ｘ お よ び 軸 Ｙ  
－ Ｙ の 両 方 に 傾 斜 す る 第 ３ の 軸 Ｚ － Ｚ に 沿 っ て 延 び る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 軸 Ｘ － Ｘ 、 軸  
Ｙ － Ｙ 、 お よ び 軸 Ｚ － Ｚ は 、 顎 部 １ ２ お よ び １ ４ が 、 シ ャ フ ト １ ６ お よ び １ ８ が 枢 動 し た  
点 で 互 い に 完 全 に 係 合 す る よ う に 、 互 い に 対 し て 位 置 付 け ら れ 、 そ の 結 果 、 シ ャ フ ト １ ６  
は 、 電 気 外 科 用 コ ン ト ロ ー ラ ２ ４ の 側 面 上 に 位 置 付 け ら れ る も の と し て 示 さ れ た 、 シ ャ フ  
ト １ ８ の 関 連 付 け ら れ た 停 止 部 ４ ８ に ち ょ う ど 接 触 す る 。 図 ５ に は 、 図 ５ に 示 す 特 定 の 寸  
法 を 有 す る デ バ イ ス の 軸 Ｙ － Ｙ に 対 す る 軸 Ｚ － Ｚ の 好 ま し い 角 度 関 係 が 、 イ ン チ で 示 さ れ  
て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 軸 Ｚ － Ｚ と Ｙ － Ｙ と の 間 の 角 度 は 、 ピ ボ ッ ト と 顎 部 の 中 心 線 と  
の 間 の オ フ セ ッ ト が ６ ． ５ ミ リ メ ー ト ル で あ る 、 ４ ４ ． ３ ミ リ メ ー ト ル の 顎 部 全 長 に 対 し  
て 約 ２ ８ 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の オ フ セ ッ ト ３ ４ ピ ボ ッ ト は 、 デ バ イ ス １ ０ の か さ ば り を 低 減 し 、 特 定 の 方 向 で  
外 科 医 の 視 野 を 広 げ る （ 中 心 に あ る ピ ボ ッ ト と 比 較 し て ） 。 さ ら に 、 ピ ボ ッ ト の オ フ セ ッ  
ト に よ っ て 、 シ ャ フ ト が 回 転 す る た め の よ り 小 さ な 直 径 の ピ ン （ 例 え ば 、 ２ ｍ ｍ ） の 使 用  
が 可 能 に な り 、 そ れ に よ っ て デ バ イ ス の か さ ば り を 低 減 し 、 所 望 の 場 合 、 ブ レ ー ド を 移 動  
さ せ る 場 所 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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